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土壌灌注用炭酸 カル シウム資材 を使用 した局所土壌 pH上 昇 とアプラナ科植物根 こ

ぶ病 に対する効果
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iは じ め に

アプラナ科植物根こぶ病は難防除土壌病害であり,生

産現場では一般に薬剤による防除が行われている 一方,

安全,安心な農産物に対する消費者ニーズの高まりから,

化学合成農薬をできるだけ使用しない栽培体系の確立が

求められている アプラナ科植物根こぶ病は土壌pHが

70以上では発病が抑制されることから D,化学合成農

薬に頼らない方法として,和歌山県で開発された土壊灌

注用炭酸カルシウム資材の株元施用による土壊 pHの上

昇と,根こぶ病の発病抑制効果を検討した また,カル

シウムが病徴進展の遅延に効果があるとされる軟腐病 D

についても調査を行つたので報告する

2試 験 方 法

〈1)供試資材および処理方法

土壌灌注用炭酸カルシウム資材 (以下,炭カル資材と表

記)は,商品名 ;ジ ャスカル (片倉チッカリン)である 本

資材は肥料として登録されており,アルカリ分 53%であ

る 本資材を水道水で 25倍に希釈し,1株あたり500ml

を灌注した

(2)炭カル資材の上壊 pH上昇効果

本試験は山形県農業総合研究センター (以下、農研セン

ターと略記)農業環境研究部内の露地ほ場で行い,植物体

の栽培は行わなかつた 土壌は褐色森林土である ほ場

表面に深さ約 lcm,直径約 10cmの くばみを作成し,炭カ

ル資材を〈1)の とおり処理した_炭カル資材処理 2週間後

に処理地点および処理位置から水平に5 cm離れた地点よ

り土壊を採取し,炭カル資材処理前の土壌と比較した

試験は約 1ゴ内で 3反復行い,採取深度は表層 (Oc皿～

10cm)と 深さ 20 cm～ 30 cmの 2段階とした

(3)ほ場試験 (ハ クサイ)

農研センター農業生産技術試験場内のほ場 2ヶ 所で試

験を行った 両ほ場間は恥離れており,一方のほ場は前

年度にハクサイを栽培している連作ほ場であり,も う一

方のほ場は前作にライムギを作付けしたほ場である.両

ほ場ともpHは 61前後,土壌は細粒褐色低地上であり,

過去に根こぶ病に対する薬剤は使用していない 品種は

勲黄 70(渡辺採種場)である 2004年 8月 12日 に 72穴セ

ルトレイに播種し, 8月 25日 に定植した 各ほ場とも

炭カル資材処理区と無処理区を設置し,各 81d,1う
ね,単区制とした.炭カル資材の処理方法を検討するた

め,ハクサイ連作は場では定植後に灌注してから覆土を

行い,前作ライムギほ場では定植,覆土の後に灌注した

2004年 10月 28日 に両ほ場,各試験区の 19～ 22株の根

こぶ病発生株率,発病度,軟腐病の発生株率,および 1

株あたり調整重を調査した なお,根 こぶ病の発病度は

Σ∝ 病指数×株数)/K4× 調査株数〉×100と し,発病指数

は,0:根こぶの着生なし,1:根 こぶが根系全体の 1～

25%未満の根に着生,2:根 こぶが根系全体の 25～ 50%

未満の根に着生,3:根 こぶが根系全体の50～75%未満

の根に着生,4:根 こぶが根系全体の 75%以上の根に着

生,の 5段階とした

(のポット試験(セイサイ)

農研センター農業環境研究部内の野菜育苗ハウスで試

験を行った ハウス内の最低気温を 12℃ に設定した.土

壊は褐色森林土であり,土壊 lg当 り 10'個の根こぶ病休

眠胞子を接種し,1/5000aボ ットに充填した

試験区は直播―処理区,直播―無処理区,セル苗―処理

区,セル苗―無処理区の 4区 とし,1区あたり5ポット(5

反復)と した.直播区は2004年 10月 13日 にセイサイ種

子をボットあたり 9粒播種し,本葉展開後,3株に間引
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いた セル苗区は直播区と同日に 72穴セル トレイに播種 ,

育苗し,H月 8日 にポットあたり3株を定植した 直播

区は播種 2日 後に,セル苗区は定植直後に本資材を処理

し,12月 3日 に根こぶ病の発病度を調査した 根こぶ病

の発病度はΣ醗 病指数×株数)/0× 調査株数)× 100と し,

発病指数は,0:根 こぶなし,1:側根のみに根こぶあり,

2:主根の 50%未満に根こぶあり,3:主根の 50%以上

に根こぶあり,の 4段階とした

3 試験結果および考察

(1)炭カル資材の土壊 pH上昇効果

炭カル資材の灌注による 2週間後の土壌pHの変化に

ついて表 1に示した 処理前の上壌 pHは 67前後であ

つた 炭カル資材の灌注後,灌注した部分の (直 径約

10cml表面から 10 cm深の土壌 pHは約 15ポイント上昇

し816,20～ 30 cm深の土壊 pHは 702となり, pHの

上昇がみられた しかし,処理した地点から水平に 5 cm

離れた地点では土壊pHの上昇がほとんどみられなかっ

た 本試験における炭カル資材の土壌 pH上昇効果は表

層のみならず下層 30 cmに まで及び,また,その効果は

灌注した位置のみに限られ,局所的であった_

(2)ほ 場試験 (ハ クサイ)

表 2にハクサイにおけるほ場試験の結果を示した ハ

クサイ連作ほ場の無処理区では,根こぶ病の発生株率は

100%,発病度も 625であったのに対し,処理区では発

病株率が 15%,発病度が 38であり,炭カル資材による

根こぶ病の発病抑制効果がみられた 発病が少ない中で

の比較ではあるが,前作ライムギほ場でも同様の結果で

あつた 両ほ場の処理区では,無処理区でみられるよう

なハクサイ調整重の低下が見られなかった 灌注方法に

よる効果の差はみられなかった また,炭カル資材によ

る軟腐病の抑制効果は確認できなかった
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図 1 炭カル資材による根こぶ病抑制効果

(セ イサイポット試験)

(3)ポ ット試験 (セイサイ)

図 1にセイサイにおけるボット試験の結果を示した

直播―無処理区での根こぶ病発病度は 533であったが,

直播―処理区では 333であり,炭カル資材による発病抑

制効果がみられた セル苗を移植した場合では,セル苗―

無処理区での発病度 289に 対し,セル苗―処理区では発

病がみられなかつた 直播に比ベセル苗での効果が高か

った要因として,セル苗の方が汚染土壊への根の曝露期

間が短いことや,根の分布域の違いの影響等が考えられ

た

4ま と め

以上より,ほ場およびポット試験において,炭カル資

材を灌注することによって土壌pHが局所的に上昇し,

根こぶ病の発病が抑制されることをlla認 した 今後は生

産現場での効率的な処理方法や,土壌タイプによる効果

の違い等を検討する必要があると考えられる

なお,本試験を行うにあたり,資材を提供して頂いた

(株)片倉チッカリンに感謝の意を表する

引 用 文 献

1)村上圭一,篠田英史,中村文子,後藤逸男 2004 ア

プラナ科野菜根こぶ病の発病に及ぼす土壌の種類とpH
の影響 土肥誌 75(3):339345

2)山 崎浩道,菊地直,木村武 1999被覆塩化カルシウム

施用によるハクサイ軟腐病の軽減 野菜 茶業研究成果情

鋼腱  1998:49-50
Ocm    8 16± 001 702■ 005

681± 0045cm 667」LO.05

3ヶ所平均値士標準誤差
表 2 炭カル資材による根こぶ

"
テ抑制効果(ハ クサイほ場試験)

表 1 炭カル資材による土壌 pHの変化

無処理区 625
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